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制定 平成11年 3月15日

改正 平成11年10月4日

平成11年11月24日

平成15年 7月14日

1.業績目録は,以下の分類により収録する｡

1)著 書 : 共著,分担執筆,訳書,共訳を含む｡

2)論 文 等 : 論壇,総説,原著,短報,報告,資料等｡(抄録等は含まない)

3)学会発表等 : 抄録が公的な雑誌に掲載されているか,公的な抄録集が発行されているものとする｡

4)講 演 : 学会における特別講演,団体からの依頼講演｡(講評は除く)

5)そ の 他 : 学術的意義を認める新聞及び雑誌の記事等｡

注)プロシーデイングの取扱いについては紀要委員会で検討する｡

2.収録期間,収録範囲

1)収録期間は本誌発行の前年 (1月1日～12月31日)とする｡

2)収録範囲は本学科に在籍中に公表したものを原則とする｡

3.業績目録記載方法

1)著書及び論文等

著者名は全員記載する｡その他は紀要執筆要領に準じる｡

2)学会発表等

発表者 (全員),題名,発表学会,学会年月,発表都市名を記載する｡

3)講演

講演者,題名,講演集会名,講演年月,講演都市名を記載する｡

4)その他

著書名,題名,掲載誌 (舵)名,発表年月日 (新聞のみ),巻 ･号 ･頁 (雑誌のみ)を記載する｡



1.著 書

･深井喜代子 :Ⅱ,1.実験研究.よくわかる看護研究の進め方 ･まとめ方,初版 (横山美江編),29-35,区歯薬

出版,東京,2005.

･深井喜代子 :ll.見る ･聞く･感じる ;12.考える.人体の構造と機能,改訂版 (菱沼典子,北村 聖編),168-199,

放送大学教育振興会,東京,2005.

･長谷川雅美,林 優子監修,池田敏子 :第3章ウイルス性肝炎,肝硬要.216-242,第8章関節リウマチ,全身

性エリテマトーデス.533-559,疾患と看護過程 実践ガイド,初版,医学芸術社,東京,2005.

･鈴木志津枝,藤田佐和編集,藤野文代他,生涯にわたる自己管理の支援.慢性期看護論,130-139,初版,ヌー

ヴェルヒロカワ,東京,2005.

･秋元典子 :子宮摘出とリハビリテーション.疾患 ･障害別1)ハビリテーションナ-シング,初版 (石鍋圭子編),

149-157,学習研究社,東京,2005.

･秋元典子 :パートⅠ理論編 周手術期看護の考え方.成人看護学 周手術期看護論,初版 (雄西智恵美,塾垂些

王編),3-25,ヌーヴェルヒロカワ,東京,2005.

･秋元典子 :パー トⅡ実践編 開頭術を受ける人の看護.成人看護学 周手術期看護論,初版 (雄西智恵美,些垂

些王編),232-241,ヌーヴェルヒロカワ,東京,2005.

･秋元典子 :パー トⅢ事例編 術後排尿障害をきたした子宮がん患者の看護･成人看護学 周手術期看護論,初版

(雄西智恵美,秋元典子編),337-342,ヌーヴェルヒロカワ,東京,2005.

･西田真寿美 :終末期介護･わかりやすい介護技術演習,初版 (介護技術全書編集委員会編),160-168,ミネルヴ

ァ書房,京都,2005.

･森本美智子 :第7章 日帰り手術を受ける人の看護.成人看護学 周手術期看護論,初版 (雄西智恵美,塾垂些

圭編),320-330,ヌーヴェルヒロカワ,東京,2005.

･森本美智子 :事例編 意識下での手術を経験する不安の強い患者の術中看護･成人看護学 周手術期看護論,初

版 (雄西智恵美,秋元典子編),356-360,ヌーヴェルヒロカワ,東京,2005･

･森本美智子 :第3部 セルフマネジメントを目指す看護の実際一慢性呼吸不全とともに生きるセルフマネジメン

ト支援-.ナ-シング ･グラフイカ25 成人看護学,初版 (安酸史子,鈴木純恵,吉田澄恵編),127-141,メデ

イカ出版,東京,2005.

･国定美香,山岡喜美子,三浦美子,宇野真智子,住居広士,安藤宙子,樋口美智子,潰田洋数,井上 力,加藤

登美子,日高正己,斎藤圭介,笠原幸子,棚田裕二,曳木久美,松本百合美,森 恵子,富岡美佳,原田由美子,

谷口泰司,徳山ちえみ :第8章 医療と介護福祉.シリーズ ･基礎からの社会福祉⑤介護福祉概論,初版 (国定

美香編),122-132,ミネルバ書房,京都,2005.

･森 恵子 :開腹術を受ける人の看護.周手術期看護論,初版 (雄西智恵美,秋元典子編),265-276,ヌーヴェル

ヒロカワ,東京,2005.

･犬飼昌子 :第1章 循環器疾患 うっ血性心不全･12-25,第2章 呼吸器疾患 肺結核･108-123,第9章 感

染症 インフルエンザ.562-572,疾感と看護過程 実践ガイド,初版 (長谷川雅美,林 優子監修),医学芸術

社,東京,2005.

･渡追久美 :第9章 感染症 MRSA感染症･疾患と看護過程 実践ガイド,初版 (長谷川雅美,林 優子監修),

573-586,医学芸術社,東京,2005.

･岸井勇雄,無藤 隆,柴崎正行 (監修),内山 源 (編),三井淳蔵,中川八重,神谷かつ江,住田 実,中山明

子,小野清美,小松 歩,村田 務 :精神保健･初版,135-157,同文書院,東京,2005･

･小田 慈 :予防ワクチン接種向上のために.43-49,母子保健の立場から感染症を考える これからの母子保健

を考える会編,財団法人母子衛生会,東京,2005.3.

･小田 慈 :第4章 遺伝病に対する新しい治療法 4･骨髄移植,腰帯血移植,119-123,先端医療シリーズ34,

′ト児科の新しい流れ,編集主幹 柳揮正義,衛藤義勝,五十嵐隆,先端医療技術研究所,東京,2005.6.
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･小田 慈 :清野佳紀編集 小児科学テキス ト,南江堂,東京,2005･6･

･小田 慈 :第3章 小児保健.31-56,小児科学テキスト,編集 清野佳紀,小田 慈,南江堂,東京,2005･6･

･小田 慈,寺田喜平,高木 章 :予防接種普及活動マニュアル･財団法人 予防接種リサーチセンター,東京,

2005.3.

･安着三枝子,松本多津子,長尾厚子,野村佳代,丸岡洋子,森本徳江,福田和明 :第4章 小児領域での事例展

開.看護過程基本と事例展開,初版 (鎌田美智子編),138-168,日総研出版,広島,2005.

･神田 晃,谷原真一,亀田高志編 :健康教育 ･健康管理のレシピ･南山堂,東京,2005･

･横山美江 (編著):よくわかる看護研究の進め方 ･まとめ方･初版,医歯薬出版,東京,2005･

･横山美江 :第4章 H障害をもった子と家族の支援.すぐに役立つ双子 ･三つ子の保健指導BOOK,初版 (加

藤則子編),144-149,診断と治療社出版,東京,2005.

･住吉和子 :糖尿病とともに生きるマネジメント支援.セルフマネジメント,初版 (安酸史子編),94-104,メデイ

カ出版,大阪,2005.

･加藤博和 :ハイパーサーミア (温熱療法).新 ･医用放射線技術実験 臨床編,初版 (田中 仁,斎藤 勲,山

本千秋,山田勝彦編),433-439,共立出版,東京,2005.

･YamaokaK,MitsunobuF,HanamotoK,KataokaT,TanizakiY andSugitaK:Effectsofradonand

thermaltherapyonosteoarthritis. Highlevelsofnaturalradiationandradonareas-Radiationdose

andhealthe#ects-,249-250,EIsevier,Amsterdam,2005.

･山岡聖典 :環境と健康を科学する-放射線の不思議な生体作用-.初版,健康新聞社,東京,2005.

･HanamotoKandYamaokaK:Simplificationofanalysisforcomparisonofradioactivecharacteristicsand

itsapplicationtosomemineralsforradontherapy. Highlevelsofnaturalradiationandradonareas

-Radiationdoseandhealtheffects-,2531255,EIsevier,Amsterdam,2005.

･井内洋介,鹿田真規,梶谷昌史,上甲 剛,梶谷文彦 :交感神経系による血圧調節 最近の進歩.高血圧での血

管内皮由来弛媛反応の変イヒ.血圧 Vol.12,No.6,39-42,先端医学社,東京,2005.

･草地省蔵,綾田陽子,田中かほり:心電図 (標準12誘導).459-462,運動負荷心電図.463-465,24時間携帯心

電図 (ホルター心電図).466-469,わかる !検査値とケアのポイント 第1版 (大久保昭行,井上智子編),医

学書院,東京,2005.

･KusachiSandNinomiyaY:Chapter7MyocardiallnfarctionandCardiacFibrogenesis.In:Mohammed

SRazzaqueeds. Fibrogenesis:CellularandMolecularBasisMedicalIntelligenceUnit,New York:

Eurekah.com/LandesBioscience,KluwerAcademic/Plenum Publishers,2005,77-96.

･更谷啓治,岡 久雄,川添尭彬 :歯周組織の粘弾性測定.局所虚血下における筋機能計測のための筋内挿入型プ

ローブの開発.よくわかる顎口腔機能 (日本顎口腔機能学会編),193-194,医歯薬出版株式会社,東京,2005.

･岡 久雄,更谷啓治 :歯和 こおけるインピーダンス測定検査.DENTALDIAMOND6,98-99,デンタルダイ

ヤモンド社,東京,2005.

･荒尾雄二郎 :最近話題のウイルス感染症.平成16年度感染制御部門研修会テキス ト,初版,13-17,㈱日本臨床

衛生検査技師会,岡山,2005.
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2.論 文 等

･深井喜代子,前田ひとみ,佐伯由香,関戸啓子,兵藤好美,梶野香酉,大倉美穂 :看護ケア技術の科学的根拠を

探究する基礎的研究.平成14年度～平成16年度科学研究費補助金 (基盤研究(B)(2))研究成果報告書,1-143.

･関戸啓子,深井喜代子 :欠食が心理状態に及ぼす影響の検討.∫NursInvest,3(2):85-90,2005.

･前田ひとみ,深井喜代子 :手洗い教育に関する研究Ⅰ-基礎看護学実習における看護学生の手洗い ･手指衛生行

動の実態から1.InfectionControl,14(2):90-95,2005.

･IkedaRN andFukai K:Effectsofdifferentbedsheetsonbedclimateandthermalresponse. JapJ

NursS°i,2:51-55,2005.

･桧本啓子,松井優子,池田敏子,羽井佐米子,清田玲子,高田三千代,赤木節子 :看護職の考える高齢者の自立

に関する意識調査一自立イメージと実践事例に基づいた自立援助の計画から-.川崎医療福祉学会誌,14(2):

277-285,2005.

･池田敏子,佐藤美恵 :検査の目的を理解して行う検体の採取と取 り扱い.ナ-シングカレッジ,3月号,36-41,

2005,医学芸術社.

･池田敏子,佐藤美恵 :｢なぜ｣から理解する看護技術.抹消静脈を用いる輸液療法の基本ナ-シングカレッジ,

10月号,44-49,2005,医学芸術社.

･兵藤好美 :事故再発防止に向けた危険予知訓楓 看護展望,30(6):103-109,2005.

･兵藤好美,池田敏子,田中共子,田中宏二,深井喜代子 :基礎看護教育における事故防止の為の支援介入に関す

る研究.平成14-16年度科学研究費補助金 (基盤研究(C)(2))研究成果報告書,1-101,2005.

･松島 拓,赤坂球亜,安藤 瞳,井上みわ,三又由紀,千田好子 :手指衛生ポスターの違いによる手洗い消毒後

の手洗いミスの比較.岡山大学医学部保健学科紀要,16(1):49-55,2005.

･越壕君江,神田清子,藤野文代 :女性生殖器がん患者の家族への思いとそれに対する看護援助･岡山大学医学部

保健学科紀要,16(1):31-38,2005.

･秋元典子 :女性生殖器疾患-子宮がん-･クリニカルスタディ,26(12):88189,2005･

･西村昌記,須田木綿子,CampbeuRuth,出雲祐二,西田真寿美,高橋龍太郎 :介護充実感尺度の開発 家族

介護者における介護体験への肯定的認知評価の測定.厚生の指標,52(7):8-13,2005.

･戴井千嘉,松岡 緑,西田真寿芙 :在宅酸素療法施行患者の障害受容と抑うつの影響要因･福岡医学雑誌,96(7):

295-304,2005.

･坪井桂子,西田真寿美,成清美治 :ユニットケアに取 り組む特別養護老人ホームの看護職と介護職の協働と教育･

岡山大学医学部保健学科紀要,15(2):51-62,2005.

･西田真寿美,沼本教子,浦田喜久子,浅井さおり,柴田明日香,中根 薫,坪井桂子 :高齢者の在宅ケアにかか

わる多職種の役割関係と協働活動における促進要因の解析.平成13年度～平成15年度科学研究費補助金 (基盤研

究(C))研究成果報告書,2005.6.

･囲方弘子 :精神障害者の家族員のQualityofLife.日本看護科学会誌,25(3):96-101,2005･

･豊田志保,矢嶋裕樹,図万弘子,中嶋和夫 :統合失調症者におけるワークパーソナリティ障害評価表の構成概念

妥当性.日本保健科学学会誌,8(2):80-88,2005.

･森本美智子 :慢性閉塞性肺疾患患者の看護･クリニカルスタディ,26(8):51-61,2005･

･森本美智子,高井研一,中嶋和夫 :病気や生活に関する不安認知が入院患者の精神的健康に及ぼす影響･日本看

護研究学会雑誌,28(2):51-58,2005.

･森 恵子,秋元典子 :食道がん切除術を受けた患者が体験している生活上の困難さに関する研究･木村看護教育

振興財団看護研究集録,12:161-170,2005.

･森 恵子,秋元典子 :食道がんのために食道切除術を受けた患者が抱える生活上の困難と対処に関する研究･岡

山大学医学部保健学科紀要,16(1):39-48,2005.

･渡遁久美,上別府圭子 :母乳晴青を6か月間継続 した母親の体験-Baby-Friendly-Hospitalにおけるインタビ

ュー調査から-.小児保健研究,64(1):65-72,2005.
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･渡連久美,住吉和子,森本美智子,岡野初枝 :0県の訪問看護ステーションにおける精神疾患患者の利用に関す

る実態調査.岡山大学医学部保健学科紀要,15(2):71-76,2005.

･渡追久美,犬飼昌子,千田好子,野村佳代,岡野初枝,中西代志子,林 優子,菅崎仁美 :介護者による気管内

吸引カテーテル管理の現状と課題.訪問看護と介護,10(8):666-673,2005.

･後藤由佳,奥田博之 :月経周辺期における愁訴の変化-MenstrualDistressQuestionnaireによる変化の追究一･

岡山大学医学部保健学科紀要,16(1):2ト30,2005.

･池田智子,奥田博之 :リプロダクティプステージからみた月経痛の実態.岡山大学医学部保健学科紀要,16(1):

57-66,2005.

･小野清美 :災害と母子に関する救援物資の供給の動き･フェスク･日本消防設備安全センター,281:4-10,2005･

･Kitazawa∫,TonoC,TeruiK,KinukawaK,OdaM,IsoyamaK,IshiiandltoE:Successfuloutcomeof

mismatchedhematopoieticstem celltransplantationfrom arelateddonorinaninfantwithacutelym-

phoblasticleukemiaanda9;lltranslocation:acasereportandreviewoftheliterature.Int∫Hematol.

2005,81:4281432,June2005.

･YamamotoT,FujiiK,TsujiK,AkazaiA,OdaM,ImaiSandlwatsukiK:CharacterizationofEpstein-

Barrvirus-infectednaturalkillerlymphocytesinapatientwithhypersensitivitytomosquitobites. J

Am AcadDermato12005,53:912-914,Nov.2005.

･小田 慈 :後天性溶血性貧血 (自己免疫性溶血性貧血,発作性夜間血色素尿症,溶血性尿毒症症候群など)･小

児科診療,68(7):1193-1202,2005.7.

･小田 慈 :子どものがん-治療の進歩と問題点-.愛媛県小児科医会会報,48:14-17,2005.7･

･小田 慈 :小児救急医療 :その実像と虚像.小児保健研究,64(5):660-668,2005.9.

･CodaN,KataokaN,ShimizuS,MohriS,YamamotoY,OkudaHandKajiyaF:EvaluationofMicromo-

tiOnofVascularEndothelialCellsinElectricalCell-substrateImpedanceSensing(ECIS)Methodusinga

MathematicalModel.JournalofMechanicsinMedicineandBiology,5:357-368,2005.

･CodaN,KataokaN,ShimizuS,MohriS,YamamotoYandKajiyaF:EvaluationofMicromotionofVas-

cularEndothelialCellswithEstrogeninElectricalCell-substratelmpedanceSensing(ECIS)MethodUs-

ingaMathematicalModel-cell-to-celldistanceandcell-to-substratedistance-.Proceedingsofthe3th

AnnualInternationalIEEEEMBSSpecialTopicConferenceonMicrotechnologiesinMedicineandBiolO-

gy,211-214,2005.

･CodaN,KataokaN,ShimizuS,MohriS,YamamotoY andKajiyaF:PrecisionMathematicalModel

withDistributedConstructionalCharacteristivsforVascularEndothelialCellsinElectricalCell-substrate

ImpedanceSensing(ECIS)Method. ProceedingsofSICE AnnualConference2005inOkayama,1690-

1695,2005.

･市川香織,合田典子,布施千草,松本幸枝 :看護教育制度の変遷と看護教育環境に関する研免 看護実践研究指

導センター年報 平成16年度,10-17,2005.

･大井伸子,増山 寿 :未熟児とその母親の母子関係形成過程とそれに影響する要因に関する縦断的研究.平成13

年度～16年度科学研究費補助金 (基盤研究(C)(2))研究成果報告書,2005.

･松永美由紀,大井伸子,合田典子,米滞喜美子,秦久美子,景山敬子,小橋尚子,金田真実,松井たみこ,中塚

幹也,野口聡一,平松祐司 :過去の生活習慣が妊娠初期の骨董に与える影響.岡山県母性衛生,21:23-24,2005.

･米揮喜美子,大井伸子,合田典子,秦久美子,景山敬子,小橋尚子,金田真実,於井たみこ,中塚幹也,野口聡

一,平松祐司,松永美由紀 :妊婦の骨量に及ぼす入院安静の影響.岡山県母性衛生,21:25-26,2005.

･河本洋美,揮村陽子,江囲一二美,松井たみこ,大井伸子 :母親の児-の愛着とそれに影響する要因に関する検

討.岡山県母性衛生,21:4ト42,2005.

･小田原笑,東 範子,塩見まこと,多田地里,花田幸江,大井伸子 :岡山市内小学校における性教育の実態.岡

山県母性衛生,21:55-56,2005.
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･野口聡一,中塚幹也,鎌田春彦,佐々木愛子,平松祐司,大井伸子 :不育症妊婦に対するヘパリン療法と骨量変

舵.産婦人科の実際,54(4):617-623,2005.

･大井伸子,長安った子,池田美恵,持田千里,伊原律子,安田ひろ子,竹内 恵,笹岡恭子,内田博子 :人工呼

吸器装着中の療養者の支援に関する調査報告書.岡山県看護協会在宅支援推進委員会,2005.

･白井喜代子,山本尚武,中村隆夫,楠原俊昌 :臨床における生体計測のための皮膚インピーダンス標準化モデル.

岡山県母性衛生,21:14-16,2005.

･白井喜代子,中村隆夫,楠原俊昌,土肥 哲,山本尚武 :皮膚性状診断のための電気特性を用いた定量的評価法

の検討.信学技報,105:35-38,2005.

･ShiraiK,NakamuraT,K usuharaT,DohiSandYamamotoY:A skinimpedancestandardizationmodel

forthemeasurementofbiologicalparameters-applicationofcorrectionmatrixfactorsl. Proceedings

ofSICEAnnualConference2005inOkayama,1674-1678,2005.

･YokoyamaY,SugimotoM andOokiS:AnalysisofFactorsAffectingBirthweightBirthlengthand

HeadCircumference:StudyofJapaneseTriplets.Twinresearchandhumangenetics,8(6):657-663,2005.

･横山美江,中原好子,松原砂登美,杉本昌子,小山初美,光辻烈馬,浜名ひでよ,和田左江子 :西宮市における

多胎児育児支援の取り込み.保健師ジャーナル,61(3):250-254,2005.

･横山美江 :多胎児の育児と家族へのかかわり方.産科と婦人科,72(10):41-46,2005.

･高木贋文,入江倫子,菊池美保,中田 徴,近藤麻理 :タイ王国のHIV/AIDSグループでの感染事実を知った

ときの想いについて.生存科学B,15(1):115-123,2005.

･IshikawaH,RoterDL,YamazakiY andTakayamaT:Physician-elderlypatient-companioncommunica-

tionandrolesofcompanionsinJapanesegeriatricencounters. SocialScience& Medicine.60(10):2307-

2320,2005.

･IshikawaH,HashimotoH,RoterDL,YamazakiY andTakayamaT,Yan°E:PatientContributionto

theMedicaldialogueandPerceivedPatient-Centeredness-AnObservationalStudyinJapaneseGeriatric

Consultations.JournalofGeneralInternalMedicine,20:906-910,2005.

･MatsudaT,TakayamaT,TashiroM,NakamuraY,OhashiYandShimozumaK:MildCognitivelmpair一

mentafterAdjuvantChemotherapyinBreastCancerPatients-EvaluationofAppropriateResearchDe-

signandMethodologytoMeasureSymptoms.BreastCancer,12:279-287,2005.

･松田美穂,金子典代,高山智子,上村茂人 :10代の性感染症に対する認識,性情報の伝達,相談行動の実態.忠

春期学,23(1):31-141,2005.

･尾崎麻衣,高山智子,吉良尚平 :女子大学生の食生活状況および体型 ･体重調節志向と疲労自覚症状との関連.

日本公衆衛生雑誌,52(5):387-398,2005.

･川田智恵子,山本秀樹,坂本真理子,金子典代,草野恵美子 :スリランカにおける生活習慣病 (糖尿病)の自己

コントロールの支援環境の確立に向けて.平成14年度～平成16年度科学研究費補助金 (基盤研究(A)(2))研究成果

報告香 :1-149,2005.

･SumimotoT,MaruyamaT,AzumaY,GotoS,MondouM,FurukawaNandOkadaS:Tomographiclm-

ageAnalysisforDetection ofDefectsatBGA. ProceedingsofSICE AnnualConference2005in

Okayama,3329-3334,2005.

･YamamotoY,ShiraiK,NakamuraTandKusuharaT:Developmentofaskinimpedancestandardization

modelforthemeasurementofbiologicalparameters, ProceedingsoftheInternationalFederationfor

MedicalandBiologicalEngineering, The6thAsian-PacificConferenceonMedicalandBiologicalEn-

glneerlng,PA-3-56,8:1-4,2005.
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･YamamotoY,CodaN,NakamuraT,MaruyamaT,KusuharaT,Shimizu∫,MohriS,KataokaNandKa-

jiyaF:ConstructionofMathematicalModelDescribingSomeKindofCellElectricalImpedanceforElec-

trodeSystem inECISMethodandItsApplicationforRealTimeAnalysisofEffect女)rRadiationExpo-

sure,ProceedingsoftheInternationalFederationforMedicalandBiologicalEngineering.The12th l n-

ternationalConferenceonBiomedicalEngineering,4B1-04,1A,2005.

･KatoH,KurodaM,YoshimuraK,YoshidaA,HanamotoK,KawasakiS,ShibuyaK andKanazawaS:

CompositionofMRIphantomsEquivalenttoHumanTissues.MedicalPhysics,32(10):3199-3208,2005.

･KurodaM,KatoH,HanamotoK,ShimamuraK,UchidaT,WangY,AkakiS,Asaumi∫,HimeiK,Take-

motoM,KanazawaS,ShibuyaK,KawasakiSandHirakiY:Developmentofanewhybridgelphantom

using carrageenan and gellan gum forvisualizing three-dimensionaltempreturedistribution during

hyperthermiaandradiofrequencyablation.Internationaljournalofoncology,27:175-184,2005.

･YamaokaK,MitsunobuF,KojimaS,ShibakuraM,KataokaT,HanamotoKandTanizakiY:Theeleva-

tionof♪53proteinlevelandSODactivityintheresidentbloodoftheMisasaradonhotspringdistrict.

∫RadiatRes,46:21-24,2005.

･NakamuraT,KusuharaT andYamamotoY:Hightimeresolutionmeasurementsystem offrequency

characteristicsofbioimpedanceformotion analysis,ProceedingsoftheInternationalFederationfor

MedicalandBiologicalEngineering. The6thAsian-PacificConferenceonMedicalandBiologicalEn-

gineering,PAL83,8:1-4,2005.

･NakamuraT,KusuharaTandYamamotoY:MeasuringSystem ofFrequencyCharacteristicsofBioelec-

tricalImpedancewithHighTimeResolutionforMotionAnalysis.ProceedingsofSICEAnnualConfer-

ence2005inOkayama,1668-1673,2005.

･中村隆夫,梼原俊昌,山本尚武 :頚部電気インピーダンス計測と嘆下機能評価法.日本バイオレオロジー学会誌,

19(3):10-18,2005.

･NakamuraT,KusuharaTandYamamotoY:ConsiderationofFrequencyCharacteristicsofBioelectrical

lmpedanceduringHumanMotion,ProceedingsoftheInternationalFederationforMedicalandBiological

Engineering.The12thInternationalConferenceonBiomedicalEngineering,PS2-24,1-4,2005.

･丸山敏則,山本秀樹 :被曝低減のためのマンモグラフイ用フイルムの延長現像処理.電子情報通信学会技術研究

報告,γol.105,No.386,19-22,2005.

･丸山敏則,山本秀樹 :頭部Ⅹ線撮影のためのポジショニング技術.電子情報通信学会技術研究報告,Vol.105,

No.386,23-26,2005.

･HanamotoK andYamaokaK:A comparativestudyonradioactivecharacteristicsofthemineralsfor

radontherapy.Radiat.Measurements,39:1571160,2005.

･迫田晃弘,片岡隆浩,花元克巳,山岡聖典 :人工 トロン温泉由来の放射能と負イオン (マイナスイオン)の諸特

性.Radioisotopes,54:375-383,2005.

･永松知洋,花元克巳,小野俊朗,山岡聖典 :埋蔵文化財発掘調査および建設工事が環境放射線に及ぼす影響に関

する基礎的検討.環境制御,27:ll-16,2005.

･川辺 睦,富士居和之 :Ⅹ線透視を使用する整形外科手術時における術者の被ばく測定と低減に関する諸検討.

臨床整形外科,40(5):53ト536,2005.

･KawabeA,KatsudaT,NakagiriY,Gotanda氏,UjifukuA andMatsushitaA:SKIN EXPOSURE RE-

DUCTION USINGAIRGAPININTERVENTIONALRADIOLOGY.IMFBEProc,CD-Ron,ll,1-4,2005.

･桶原俊昌,中村隆夫,白川靖博,森 恵子,猶本良夫,山本尚武:嘆下機能評価のためのインピーダンス咽頭図

(IPG)のパラメータ解析.電子情報通信学会論文誌,J88-D-ⅠⅠ:129ト1297,2005.

･KusuharaT,NakamuraT,ShirakawaY,MoriK,NaomotoYandYamamotoY:DevelopmentofInspec-

tionMethodofSwallowingFunctionUsingBioelectricalImpedance.ProceedingsofSICEAnnualCon-

ference2005inOkayama,1679-1684,2005.
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･上者郁夫,三森天人,浅川 徹 :子宮体癌の進展度診断.産婦人科の実際,54:1511-1519,2005.

･三森天人,上者郁夫,浅川 徹,赤松信雄,金津 右 :卵巣性索間質性腫痕.54:1539-1548,2005.

･HoriuchiK,NaitoI,NakanoK,NakataniS,NishidaK,TaguchiT andOhtsukaA:Three-dimensional

ultrastructureofthebrushborderglycocalyxinthemousesmallintestine:ahighresolutionscanning

electronmicroscoplCStudy.ArchHistoICytol.68.151-56,2005.

･KataokaT,NomuraT,TaguchiT,WangDH andYamaokaK:Effectsofpostlow-doseX-rayirradia-

tiononcarbontetrachloride-inducedacatalasemicmiceliverdamage. PhysioIChem Phys,37:117-134,

2005.

･AoyamaH,AzumaY,GotoSandSumimotoT:Improvementinmeasuringaccuracyofradiochromic

五1m densityforhigh energyX-ray. ProceedingsofSICEAnnual Conference2005inOkayama,3345-

3349,2005.

･AkagawaT,AzumaY,GotoSandSumimotoT:Infuluenceofimagequalitycharacteristicsonthe

accuracyofvesselmeasurementusingMulti-detectorCTscanner.ProceedingsofSICEAnnualConfer-

ence2005inOkayama,3702-3706,2005.

･KatsudaT･EihoS,KurodaCandHashimoto:Analysisofbreath-holdingforlungCTimaging.Radiogra-

phy,ll:235-241,2005.

･KatsudaT,TakeshitaM,KuwanoT,KurodaCandAzumaM:Usefulnessofapulseoximeterforen-

hancingbreathholdinginhepaticsubtractionangiography.丁apRadioITechnol,61:1700-1073,2005.

･FujitaH,YamaguchiM,KatsudaT,SakamotoH,FujiokaT,TadaTandAzumaM:Verificationimag-

ingusingacomputedradiographysystem forhigh-energyelectronbeam therapy.RadiatMed,23:550-

556,2005.

･GotandaT,KatsudaT,GotandaR,TabuchiA,AkagiN,KadohisaSandNakagiriY:Sheetrollphan-

tom withradiochromicfilm ofcomputedtomography.IMFBEProc,ll:1-4,2005.

･UjifukuA,KatsudaT,GotandaR,InamuraK,KawabeAandNakagiriY:Dosimetryofsmallperipher-

allungcancerwithgroundgrassopacityinradiotherapyusingaphantom modelandradiochromicfilm.

IMFBEProc,ll:114,2005.

･山本兼右,桑野忠雄,久保次男,矢竹秀稔,勝田稔三,武下正憲,河島輝明,山崎秀男,黒田知純 :胃がん集団

健診受信者に対する含鉛アクリルフィルタのⅩ線照射線量低減.消化器集団健診学会雑誌,43:520-527,2005.

･矢竹秀稔,武下正憲,勝田稔三,山本兼右,久保次男,黒田知純,東 泉美 :胃がん検診における診療放射線技

師の読影力とがんの描出状況との関連性.大阪教育大学紀要,54:25-37,2005.

･小西恵一郎,坂本武司,吉田 純,勝田稔三 :外務省 平成16年度国際開発協力関係民間公益団体補助金事業に

よるタイ王国調査団報告書.JIMTEF,2005.

･TsujitaN,GotoS,AzumaY,SumimotoT andKadohisaS:EstimationofBreastDensityonDigital

Mammograms.ProceedingsofSICEAnnualConference2005inOkayama,3350-3354,2005.

･InaiY,HirotaM,KajiyaM,KiyookaT,MorimotoT,IwasakiT,MorizaneY,MiyasakaT,MohriS,Shi-

mizuJ,TsujiokaK,JohkohT andKajiyaF:NitricOxide一mediated EndothelialDysfunctionwithIn-

creasein SuperoxideProduction isCompensatedby Endothelium-derived Hyperpolarizing Factorin

SpontaneouslyHypertensiveRats-DirectinvivoVisualization-.ProceedingsoftheInternationalFed-

erationforMedicalandBiologiCalEngineering(IFMBE),Vol.8:2005.

･ToshihikoM,FujiwaraN andNakataY:Firstpresentingsignsorsymptomsofsarcoidosisin a

Japanesepopulation.JpnJOphthalmo149:149-152,2005.

･SuezawaC,KusachiS,MurakamiT,ToedaK,HirohataS,NakamuraK,YamamotoK,KotenK,Miyoshi

T andShiratoriY:Time-dependentchangesinplasmaosteopontinlevelsinpatientswithanterior-wall

acutemyocardial infarction aftersuccessfulreperfusion:correlation with left-ventricularvolumeand

function.JLabClinMed,145(1):33-40,2005Jam.
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･KamikawaS,IwasakiK,YamamotoK,KusachiS,HinaK,HirohataS,MurakamiM,HirotaM,Muraka-

miTandShiratoriY:Significantcorrelationofrecruitablecoronarycollateralblood且Ow determinedby

coronarywedgepressurewithST-segmentelevationduringcoronaryocclusion.CoronArteryDis,16(4):

231-6,2005Jun.

･SezakiS,HirohataS,IwabuA,NakamuraK.ToedaK,MiyoshiT,YamawakiH,DemircanK,Kusachi

S,ShiratoriYandNinomiyaY:Thrombospondin-1isinducedinratmyocardialinfarctionanditsinduc-

tionisacceleratedbyischemia/reperfusion.ExpBioIMed(Maywood),230(9):621-30,20050ct.

･SuemaruS,IwasakiK,YamamotoK,KusachiS,HinaK,HirohataS,HirotaM,MurakamiM,Kamikawa

S,MurakamiT andShiratoriY:Coronarypressuremeasurementtodeterminetreatmentstrategyfor

equivocalleftmaincoronaryarterylesions.HeartVessels,20(6):271-7,2005Nov.

･ToedaK,NakamuraK,HirohataS,HatipogluOF,DemircanK,YamawakiH,OgawaH,KusachiS,Shir-

atoriY andNinomiyaY:Versicanisinducedininfiltratingmonocytesinmyocardialinfarction. MoI

CellBiochem,280(1-2):47-56,2005Dec.

･ShibakuraM,NiiyaK,NiiyaM,AsaumiN,YoshidaC,NakataY andTanimotoM:InductionofCXC

andCCchemokinesbyall-tramsretinoicacidinacutepromyelocyticleukemiacells.LeukRes,29:755-

759,2005.

･片岡幹男 :巻頭言 ;サルコイドーシスの成因解明をめざして.日本呼吸器内視鏡学会誌,27:99-100,2005.

･ItoW,KanehiroA,MatsumotoK,HiranoA,OnoK,MaruyamaH,KataokaM,NakamuraT,ErwinW.

GelfandandTanimotoM:HepatocyteGrowthFactorAttenuatesAirwayHyperresponsiveness,Inflamma-

tion,andRemodeling.AmJRespirCellMoIBiol,32:268-280,2005.

･平野 淳,谷本 安,木村五郎,木浦勝行,上岡 博,片岡幹男,谷本光昔 :cisplatin,fluorouracilの投与に

て発症した薬剤性肺臓炎の1例.日本呼吸器学会雑誌,43(5):323-327,2005.

･HiranoA,KataokaM,NakataY,TakedaK,KamaoT,HiramatsuJ,KimuraG,TanimotoY,KanehiroA

andTanimotoM:Sarcoidosisoccurringa洗erinterferon-αtherapyforchronichepatitisC:Reportof

twocases.ResplrOlogy,10:529-534,2005.

･市川裕久,片岡幹男,尾形佳子,菊池 宏,大森雅一,平松順一,谷本 安,金贋有彦,中田安成,谷本光音 :

サルコイドーシス患者における肺癌合併.日本サルコイドーシス/肉芽腫性疾患学会誌,25:17-20,2005.

･入江 隆,岡 久雄 :生体機械インピーダンスによる筋疲労の休息効果の計測.日本機械学会論文集 (A編),71

(703):507-512,2005.

･川村美由紀,吉田茂樹,田村敏裕,岡 久雄,倉林 譲 :ラットにおける電解水ミス ト吸入による血液一般,坐

化学値及び気道内組織変化に及ぼす影響.実験動物と環境,13(1):51-56,2005.

･岡 久雄,枝松幹也,渡辺彰吾,北脇知己 :局所筋機能測定のための筋内挿入型プローブの開発.岡山大学医学

部保健学科紀要,16(1):1-8,2005.

･石川哲也,田中ゆき:ペルオキシソームの機能とペルオキシソーム病.岡山医学会雑誌,116:235-244,2005.

･北脇知己,清水優史 :管粘弾性強度変化が圧脈波伝播に与える影響.日本機械学会論文集,71B:1768-17740,

2005.

･北脇知己,岡 久雄 :トノメトリ法による血圧脈波計測原理解析のための血管断面構造モデルに求められる要件.

岡山大学医学部保健学科紀要,16(1):9-20,2005.

･TsujitaM,WuCA,Abe-DohmaeS,UsuiS,OkazakiM andYokoyamaS:Onthehepaticmechanism of

HDLassemblybytheABCAl/apoA-Ipathway.JLipidRes,46:154-162,2005.

･OkazakiM,UsuiS,IshigamiM,SakaiN,NakamuraT,MatsuzawaYandYamashitaS:Identi五cationof

unlquelipoproteinsubclassesforvisceralobesitybycomponentanalys上sOfcholesterolprofileinhigh-

performanceliquidchromatography.ArteriosclerThrombVascBiol,25:578-584,2005.
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3.学 会 発 表

･加藤久美子 :ハンセン病療養所での学び-ヒューマンリレーション看護実習での学び.第63回ハンセン病学会,

2005年5月,青森.

･関戸啓子,深井喜代子 :食事摂取が心理状態に及ぼす影響の検討.日本看護研究学会中国 ･四国地方会第18回学

術集会,2005年3月,出雲.

･深井喜代子 :急性期看護で実践するEBNの方策一研究者の立場から.シンポジウム ｢私たちが支える急性期看

護｣,第36回日本看護学会 ･成人看護 Ⅰ,2005年10月,新潟.

･岡田淳子,深井喜代子 :活動制限のある入院患者の手指汚染度の検討.日本看護技術学会第4回学術集会,2005

年11月,つくば.

･深井喜代子 :温葛法は痛みを緩和するか.日本看護技術学会第4回学術集会,2005年11月,つくば.

･桝本朋子,滝揮加代子,池田敏子 :ボランティア活動に対する認識と自己教育力との関連.日本看護研究学会中

国 ･四国地方会第18回学術集会,2005年3月,出雲.

･松本啓子,池田敏子,羽井佐米子,清田玲子,高田三千代 :認知症高齢者の介護体験を持つ家族が家族会の集い

へ参加することの意味に関する分析.日本老年看護学会第10回学術集会,2005年11月,栃木.

･兵藤好美,田中共子 :｢日常生活エラーパターン尺度｣の開発.第69回日本心理学会大会,2005年 9月,東京.

･佐藤美恵,池田敏子 :訪問看護における家族への介護技術指導に関する研究-実施頻度と看護師のス トレスおよ

びやりがいとの関連-.日本看護研究学会中国 ･四国地方会第18回学術集会,2005年3月,出雲.

･難波由美子,太枝愛子,千田好子 :手術患者の移動方法に関する検討.第27回日本手術医学会総会,2005年10月,

東京.

･瀬島 薫,佳川浩子,川染恵子,小野如子,千田好子 :手術室における外回り看護師の手指衛生行動の実態.第

19回日本手術看護学会,2005年10月,岡山.

･難波由美子,太枝愛子,千田好子 :手術室歩行入室患者に対する手術室看護師の看護の実態.第19回日本手術看

護学会,2005年10月,岡山.

･山本溝寿美,千田好子 :新人看護師に対する就職前擦式手指消毒教育の効見 第25回日本看護科学学会学術集会,

2005年11月,青森.

･茂木寿江,藤野文代 :子どもを持つ壮年期乳がん患者が抱 く希望とその要因.第19回日本がん看護学会,2005年

2月,仙台.

･越塚君江,藤野文代,石田和子,神田清子 :女性生殖器がん患者の家族内役割-の思いとそれに対する援助.第

2回群馬がん看護フォーラム,2005年6月,群馬.

･秋元典子 :ケアリングを科学する.第18回日本看護研究学会 近畿 ･北陸地方会学術集会,シンポジウム,平成

17年 3月,金沢市.

･秋元典子 :看護実践能力育成を目的とする臨地実習において学生が直面しやすい学習上の困難さと指導のあり方･

第15回日本看護学教育学会学術集会,シンポジウム,平成17年7月,さいたま市.

･山田嘉子,高橋龍太郎,須田木綿子,出雲祐二,西田真寿美,児玉寛子 :利用者の意思を尊重した高齢者介護の

関連要因一要介護者及び家族介護者の量的 ･質的調査結果から-.日本社会福祉学会 ･第53回全国大会,2005年

10月,仙台.

･中原理恵子,青木佳奈,囲方弘子 :在宅生活をしている精神障害者の家族員の家族会への思い.第36回日本看護

学会,2005年8月,山口市.

･森本美智子 :COPD患者の心理的ス トレス過程におけるコ-ビングの効果･第31回日本看護研究学会学術集会,

2005年7月,札幌.

･森本美智子 :COPD患者の活動能力およびス トレス認知度と精神的健康度と相互関係の検札 第25回日本看護

科学学会学術集会,2005年11月,青森.
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･HayashiY,YoshitaniK andMorimotoM:SpiritualityofaKidneyTransplantRecipientwhoExperi-

encedGainandLossofRenalFunction.InternationalTransplantNursesSociety,September24,Orland,

USA.

･加納栄子,内田陽子,宮川直子,犬飼昌子 :急性腎不全患者の透析開始から離脱までの心理的変化 第14回中国

腎不全研究会,2005年9月,広島.

･渡連久美,住吉和子,森本美智子,岡野初枝 :訪問看護ステーションにおける痴呆患者家族への社会資源の導入

に関する現状と課題一訪問看護師へのアンケー ト調査から.第11回岡山県保健福祉学会,2005年2月,岡山.

･河原紀子,池田貴子,後藤溶子,渡連久美,野村佳代,寺嶋朋恵,岡野初枝 :看護職が高齢入院患者の家族に対

して ｢働きかけの姿勢｣を持ちにくい要因.第11回家族看護学研究学会,2005年9月,千葉.

･寺嶋朋恵,渡追久美,野村佳代,犬飼昌子,後藤溶子,岡野初枝 :終末期にあるがん患者の家族とのかかわりで

生じる看護師の思考と感情.第11回家族看護学研究学会,2005年 9月,千葉.

･大場央子,宮下美香,森山美知子 :終末期にあるがん患者と家族へのライフレヴュー支援に関する研究･第10回

日本緩和医療学会総会 ･第18回日本サイコオンコロジー学会総会合同大会,2005年 6月30日-7月2日,横浜.

･Oba Y and Moriyama M.ICLARIFYING THE INFLUENCES ON TERMINALLY ILL CANCER

PATIENTS AND THEIR FAMILIESCONDUCTING LIFE REVIEW INTERVIEWS. 7mInternational

FamilyNursingConference,June1-4,2005,Victoria,BC,Canada.

･MoriyamaM,YamamotoJ,ObaY,FukuokaY andHiguchiT:PREVENTIVE FAMILY INTERVEN-

TION FOR THE FAMILIES WHO ARE GOING TO TAKE CAREGIVING ROLE. 7th International

FamilyNursingConference,June1-4,2005,Victoria,BC,Canada.

･MoriyamaM,Yamamoto∫,ObaY,FukuokaY andHiguchiT:CHARACTERISTICSOF FAMILY IN-

TERVENTION IN CLINICALSETTINGSAND PREVENTIVE FAMILY INTERVENTION IN JAPAN.

7thInternationalFamilyNursingConference,Junel14,2005,Victoria,BC,Canada.

･小野清美,奥田博之,松下美智代 :わが国の44年間の生理用品の動向に関する一考察.22回岡山県母性衛生学会,

2005年10月,岡山.

･福元史美,小川亜依子,川崎聖子,堀内麻有,太田にわ,土居あゆみ,小田 慈 :小児の病気,入院に対する認

識と告知のあり方について.第52回日本小児保健学会,2005年10月,下関.

･堀内麻有,小川亜依子,川崎聖子,蔵元史美,太田にわ,土居あゆみ,小田 慈 :小児がん患児への母親の関わ

りについて.第52回日本小児保健学会,2005年10月,下関.

･宮村能子,茶山公祐,宮井貴之,鷲尾佳奈,山下信子,高木 章,小田 慈,森島恒雄 :慢性 GVHD経過中に

急性輝炎を合併した2例.第108回日本小児科学会学術集会,2005年4月,東京.

･高木 章,茶山公祐,山下信子,宮村能子,鷲尾佳奈,和田智顕,石田敏幸,長尾隆志,小田 慈,森島恒雄 :

BOOPpatternの間質性肺炎を合併したEvans症候群の-乳児例.第108回日本小児科学会学術集会,2005年4

月,東京.

･鷲尾佳奈,茶山公祐,宮井貴之,宮村能子,小山真穂,森下直人,苗木 章,古山輝久,小田 惑,森島恒雄 :

リツキシマブ併用化学療法により寛解が得られた再発急性リンパ性白血病の一例.小児白血病カンファレンス

inOKAYAMA,2005年7月23日,岡山.

･土居あゆみ,田中弘之,森島恒雄,小田 慈,田中知徳,塩出順子,永井智樹,青山みすず :小児総合相談事業

にける保護者の満足度と予後に関する調査.第52回日本小児保健学会,2005年10月,下関.

･宮村能子,茶山公祐,森下直人,和田智顕,鷲尾佳奈,小山真穂,寓木 章,森島恒雄,小田 慈,市川智継 :

化学療法により放射線治療の延期が可能であった視神経豚膿の3例.第21回日本小児がん学会,2005年11月,辛

都宮.

･堀部敬三,吉田 真,工藤 亨,掘 浩樹,駒田美弘,原 純一,小田 慈,西村真一郎,谷揮昭彦,宇佐美郁

哉,八木啓子 :小児急性リンパ性白血病における染色体 ･遺伝子異常の頻度と予後に関する検討.第47回日本小

児血液学会,2005年11月,宇都宮.
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･石井栄一,小田 慈,小田孝憲,瀧本哲也,鈴木信寛,小阪嘉之,小原 明,小川 淳,坂田尚己,岡村隆行,

小池健一,小島勢二,堀部敬三,水谷修紀 :新生児白血病の臨床像と予後.第47回日本小児血液学会,2005年11

月,宇都宮.

･掘 浩樹,石田也寸志,本郷輝明,吉田 真,小田 惑,工藤 亨,西村真一郎,原 純一,堀部敬三,八木啓

千,中畑龍俊 :JACLSALL-97登録例における骨壊死合併症例の検討.第47回日本小児血液学会,2005年11月,

宇都宮.

･CodaN,KataokaN,ShimizuS,MohriS,YamamotoYandKajiyaF:EvaluationofMicromotionofVas-

cularEndothelialCellswithestrogeninElectricalCelLsubstrateimpedanceSensing(ECIS)MethodUsing

aMathematicalModel-cell-to-celldistanceand cell-to-substratedistance-. Proceedingsofthe3th

AnnuallnternationalIEEEEMBSSpecialTopicConferenceonMicrotechnologiesinMedicineandBiolo-

gy,May12-15,2005,Kahuku,Hawaii.

･CodaN,KataokaN,ShimizuS,MohriS,YamamotoY andKajiyaF:PrecisionMathematicalModel

withDistributedConstructionalCharacteristicsforVascularEndothelialCellsinElectricalCell-substrate

ImpedanceSensing(ECIS)Method. SICE Annual Conference2005in Okayama,August8-10,2005,

Okayama,Japan.

･合田典子,毛利 聡,中村通宏,宮坂武寛,梶谷文彦,山本尚武 :放射線被曝による内皮細胞代謝活性及び細胞

動態への影響.第28回日本生体医工学会中国四国支部大会,2005年10月,広島.

･合田典子,片岡則之,毛利 聡,山本尚武,奥田博之,梶谷文彦 :エス トロゲンが及ぼす血管内皮細胞動態の

ECIS法による計測 ･評価.第22回岡山県母性衛生学会,2005年10月,岡山.

･東 範子,小田原笑,塩見まこと,多田地里,大井伸子,江幡芳枝 :小学校教諭の性教育の実際と性の考えに関

する調査.第24回日本思春期学会,2005年8月,埼玉.

･吉城民意,大井伸子,松永美由紀 :黒豆納豆摂恥 こよる更年期不定愁訴への影響･第46回日本母性衛生学会,2005

年10月,宮崎.

･松永美由紀,大井伸子 :出産後3か月までの母親の育児不安とそれに影響する要因･第46回日本母性衛生学会,

2005年10月,宮崎.

･太田敦子,大井伸子,千田好子,牧野容子,多田昌世,松井たみこ,品川佳満 :保育器収容児の両親に対する感

染管理教育.第46回日本母性衛生学会,2005年10月,宮崎.

･大井伸子,長安った子,池田美恵,持田千里,伊原律子,安田ひろ子,竹内 恵,笹岡恭子,内田博子 :人工呼

吸器使用者の在宅療養に関する調査 第 1報.第36回日本看護学会 (地域看護),2005年10月,甲府.

･長安った子,大井伸子,池田美恵,持田千里,伊原律子,安田ひろ子,竹内 恵,笹岡恭子,内田博子 :人工呼

吸器使用者の在宅療養に関する調査 第2報.第36回日本看護学会 (地域看護),2005年10月,甲府.

･大島あゆみ,川口麻衣子,守分幸子,花田幸江,大井伸子 :岡山県内の母乳育児支援の実態･第22回岡山県母性

衛生学会,2005年10月,岡山.

･多田昌世,太田敦子,牧野容子,坂江雅美,上杉明子,松井たみこ,大井伸子,千田好子 :保育器収容児の両親

に対する感染管理教育の検討.第22回岡山県母性衛生学会,2005年10月,岡山.

･白井喜代子,中村隆夫,楠原俊昌,土肥 哲,山本尚武 :皮膚性状診断のための電気特性を用いた定量的評価法

の検討.電子情報通信学会,MEとバイオサイバネティックス研究会,2005年 7月,徳島.

･shiraiK,NakamuraT,KusuharaT,DohiSandYamamotoY:A skinimpedancestandardizationmodel

forthemeasurementofbiologicalparameters-applicationofcorrectionmatrixfactors-･SICEAnnual

Conference2005inOkayama,August8-10,2005,Japan.

･白井喜代子,山本尚武,斎藤寛子,田中良美,奥田博之 :皮膚水分計測を擾乱すると考えられる清潔法に関連し

た要因の検討.第22回岡山県母性衛生学会,2005年10月,岡山.

･橋本圭子,山本浩代,岡田裕美子,矢野香苗,野村佳代 :小児がん患児への病状説明チェックシー トの作成過程･

第15回小児看護学会,2005年 7月,横浜.

･山本浩代,橋本圭子,岡田裕美子,矢野香菌,野村佳代 :病状説明チェックシート活用の有効性と活用による看

護師の患児 ･家族との関わりの変化.第15回小児看護学会,2005年7月,横浜.

- ilil-



･岡崎友香,蓮池由美子,矢野香酉,野村佳代 :安静を必要とする検査時に入眠処置を施行しない関わり･第15回

小児看護学会,2005年 7月,横浜.

･野村佳代,渡追久美,岡野初枝 :事例検討による訪問看護師の認識の変化.第11回家族看護学研究学会,2005年

9月,千葉.

･枚崎陽子,矢野香西,野村佳代 :化学療法中に生じた乳児の背部びらん対策における一考察･第3回日本小児が

ん看護研究会,2005年11月,栃木.

･大塚元美,合田典子 :助産学教育における助産技術教授方法についての検討 (第 1報)-外診法と内診法に注目

して-.日本看護研究学会中国 ･四国地方会第18回学術集会,2005年3月,出雲市.

･大塚元美,小田 慈 :地域ヘルスプロモーション活動における無侵襲性ヘモグロビン測定装置の活用･第3回無

侵襲的測定による貧血検査研究会,2005年9月,横浜市.

･大塚元美,合田典子 :助産学実習における学生の疲労に関する検討･第46回日本母性衛生学会,2005年10月,宮

崎市.

･OtsukaM,TomonoY andOhtawaraI:EffectofImagesfrom FetalUltrasonographyonFeelingsof

PregnantMothers.27th congressoftheInternationalConfederationofMidwives,July24-28,2005,Bris-

bane,Australia.

･OkanoH,SumiyoshiK,WatanabeK,MorimotoM andGotoY:StudyonDrawingGenogramsasan

AssessmentofFamilyNursing. 7thlnternatiomalFamilyNursingConference,June1-4,2005,Victoria,

BC,Canada.

･吉岡有紀子,神田 晃,白樺貴子,川口 毅 :訪問支援による学童の食事と運動に関する健康教育プログラム｢い

ないちばん健康プラン｣の訪問支援スタッフの問題意識と変化.第14回日本健康教育学会,2005年 8月,福岡.

･和田左江子,中原好子,杉本昌子,小山初美,光辻烈馬,浜名ひでよ,松原砂登美,玉井麻美,横山美江 :西宮

市における多胎児育児支援の取り込み.日本双生児研究学会第19回学術講演会,2005年1月,石川.

･横山美江,玉井麻美,杉本昌子,佐藤昌子 :乳幼児における多胎児への栄養に関する比較分析.日本双生児研究

学会第19回学術講演会,2005年1月,石川.

･横山美江,玉井麻美,杉本昌子,佐藤昌子 :自然妊娠した多胎児の母親と不妊治療により妊娠した多胎児の母親

における育児問題の比較分析.日本双生児研究学会第19回学術講演会,2005年1月,石川.

･金子典代,蓉坂耕治,中瀬克己,船岡宏明,横山美江 :研修医へ効果的な地域保健 ･医療研修を提供するための

質的調査.第64回日本公衆衛生学会,2005年9月,札幌.

･登坂耕治,中瀬克己,松岡宏明,金子典代,横山美江 :研修医の地域保健医療研修に対するニーズの量的調査.

第64回日本公衆衛生学会,2005年9月,札幌.

･片山真理,斉藤美由紀,和田佐和子,杉本昌子,薗 潤,玉井麻美,横山美江 :4か月児健康診査時における

授乳状況の実態 (第1報)-授乳実態と関連要因-.第64匝旧 本公衆衛生学会,2005年9月,札幌.

･和田佐和子,斉藤美由紀,杉本昌子,片山真理,薗 潤,玉井麻美,横山美江 :4か月児健康診査時における

授乳状況の実態 (第2報)一母親の育児観への影響の分析-.第64回日本公衆衛生学会,2005年9月,札幌.

･横山美江,和田佐和子,斉藤美由紀,杉本昌子,片山真理,薗 潤,玉井麻美 :4か月児健康診査時における

授乳状況の実態 (第3報)一単胎児と多胎児の比較から1.第64回日本公衆衛生学会,2005年 9月,札幌,

･玉井麻美,杉本昌子,横山美江 :三つ子をもつ母親の育児不安と出生体重の関連.第64回日本公衆衛生学会,2005

年9月,札幌.

･TamaiA,YokoyamaY andSugimotoA:DepressiveStatesinMotherswithTwinsandMotherswith

HigherMultiples.THE3RDINTERNATIONALCONFERENCEONCOMMUNITYHEALTHNURSING

RESEARCH,September30-October2,2005,Tokyo,JAPAN.

･YokoyamaY,KanekoN,TamaiA andSugimotoM:Breast-FeedingandBottle-FeedingofMultiple

Births. THE 3RD INTERNATIONAL CONFERENCE ON COMMUNITY HEALTH NURSING RE-

SEARCH.September30-October2,2005,Tokyo,JAPAN.
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･横山美江,玉井麻美,杉本昌子 :三つ子における出生体重 ･出生身長 ･頭囲 ･胸囲に関する分析研究.第25回日

本看護科学学会,2005年11月,青森.

･玉井麻美,横山美江 :低出生体重児の三つ子を持つ母親の成長への気がかりと育児不安.第25回日本看護科学学

会,2005年11月,青森.

･近藤麻理,成滞貴子,諏原日出男,奥谷充代,菅波 茂 :スマ トラ島沖地震 ･津波緊急救援活動-インドネシア ･

スリランカ･インドへの保健医療支援-.第20回日本国際保健医療学会,2005年11月,東京.

･SatoM andMizusakiT:WomeninConflicts-MedicalassistanceactivitiesinKosovarefugees'emergency

aids-.23rdQuadrennialCongress2005,May21-27,2005,Taipei,Taiwan.

･高山智子,池崎澄江,関由起子,藤村一美,熊谷たまき,加藤礼子,山崎書比古 :中壮年世代の健康情報に対す

る欲求と情報探索行動に関する検討.第64回日本公衆衛生学会総会,2005年9月,札幌.

･高山智子,池崎澄江,関由起子,藤村一美,熊谷たまき,加藤礼子,山崎喜比古 :一般の人々のヘルスリテラシー

とその関連要因.第14回日本健康教育学会,2005年8月,福岡.

･田口良子,高山智子,斉藤光江,福内 敦 :転移 ･再発乳がん患者の転移･再発後の困難および対処に関する面

接調査.第18回日本サイコオンコロジー学会,2005年6月,神奈川.

･田口良子,高山智子,斉藤光江,福内 敦 :再発 ･転移乳がん患者-の心理的サポートに関する面接調査.第13

回日本乳癌学会,2005年6月,岡山.

･佐々木可菜,奥道保子,宮村純子,笹田雅子,綱崎幸恵,下宵暁子,四方賢一,横野博史,住吉和子 :糖尿病腎

症の看護一意識付けへのアプローチ-.日本糖尿病教育 ･看護学会第10回学術集会,2005年9月,福岡.

･住吉和子,川田智恵子,四方賢一,桟野博史 :糖尿病腎症患者の食事管理行動に影響を与える要因.日本糖尿病

教育 ･看護学会第10回学術集会,2005年9月,福岡.

･小野美穂,高山智子,草野恵美子,川田智恵子 :病者のピア ･サポー トの実態および関連要因に関する研究.第

64回日本公衆衛生学会総会,2005年9月,札幌.

･篠原 馨,石垣恭子,高見美樹 :中山間地域における独居高齢者を支える地域ケアシステムの検札 第64回日本

公衆衛生学会総会,2005年9月,札幌.

･草野恵美子,金子典代,小野美穂,早川和生 :子育て中の母親における地域での家族以外との世代間交流の実態.

第64回日本公衆衛生学会総会,2005年9月14-16日,札幌.

･住本管宏,東 義晴,後藤佐知子,辻田直子 :デジタルマンモグラフイにおける医療被曝.2005年電子情報通信

学会基礎 ･協会ソサイエティ大会,2005年9月,札幌市.

･木田勝博,梶谷 努,住本管宏,東 義晴,後藤佐知子 :MR装置による非造影腎動脈の検出能の改善.2005年

電子情報通信学会基礎 ･協会ソサイエティ大会,2005年 9月,札幌市.

･松浦龍太郎,常重亮介,田川 忍,増田竜規,住本哲宏,丸山敏則 :テス トチャー トによるディジタルカメラ解

像度解析.平成17年度電気 ･情報関連学会中国支部大会,2005年10月,福山市.

･住本哲宏,骨董亮介,田川 忍,増田竜規,松浦龍太郎,丸山敏則 :微小欠陥検出のためのディジタルカメラの

解像度解析.第14回計測自動制御学会中国支部学術講演会,2005年11月,松江市.

･SumimotoT,MaruyamaT,AzumaY,GotoS,MondouM,FurukawaNandOkadaS:Tomographiclm-

ageAnalysisforDetectionofDefectsatBGA.SICEAnnualConference2005inOkayama,August8-10,

2005,Okayama,Japan.

･AoyamaH,AzumaY,GotoS,HatouH andSumimotoT:InvestigationonMeasurementAccuracyof

RadiochromicFilm DensityforHigh-energyX-ray. TheRSNA 91StScientificAssemblyandAnnual

Meeting,November27-December2,2005,Chicago,Illinois,USA.

･山本尚武,白井喜代子,中村隆夫,楠原俊昌,土肥 哲 :各種前腕皮膚における電気特性の多変量解析を用いた

検討.第44回日本生体医工学会大会,2005年4月,つくば.

･加藤博和,花元克巳,泣谷光一,川崎祥二,黒田昌宏,金津 右,柳 文修,本田康聡,岸 幹二,高橋則雄,

綾野成記,芝 潤,金津圭剛 :小型MRI装置の作成一矩形フアントムの画像再構成-.第104回日本医学放射

線学会中国 ･四国地方会プログラム ･抄録集,2005年7月,松山.
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･加藤博和 :CompositionofMRIphantomsEquivalenttoHumanTissues･電子情報通信学会第三種研究学会

｢人体電磁フアントム研究会｣,2005年11月,東京.

･山岡聖典,杉江息之助,ニッ川章二,片岡隆浩 :トロン温泉浴による高血圧症改善に関する基礎的検討･日本放

射線影響学会第48回大会,2005年11月,広島.

･YamaokaK,SugieC FutatsugawaSandKataokaT:Basicstudyonbiologiceffectsofthoronhot

springonhypertention.ThelstAsianCongressofRadiationResearch,November15-17,2005,Hiroshi一

ma.

･中村隆夫,楠原俊昌,山本尚武 :高時間分解能測定による生体インピーダンスのパラメータ解札 電子情報通信

学会MEとバイオサイバネティックス研究会,2005年7月,徳島.

･中村隆夫,楠原俊昌,山本尚武 :各種身体運動に伴う生体電気インピーダンスのパラメータ分札 第28回日本生

体医工学会中国四国支部大会,2005年10月,広島.

･丸山敏則,山本秀樹 :Ⅹ線撮影におけるポジショニング技術習得のための画像解析手法･電気 ･情報関連学会中

国支部第56回連合大会,2005年10月,広島.

･丸山敏則,山本秀樹 :被曝低減のためのマンモグラフイ用フイルムの延長現像処理･電子情報通信学会医用画像

研究会,2005年11月,千葉.

･丸山敏則,山本秀樹 :頭部Ⅹ線撮影のためのポジショニング技術･電子情報通信学会医用画像研究会,2005年11

月,千葉.

･花元克巳,加藤博和,溢谷光一,川崎祥二,黒田昌宏,金洋 右,大野誠一郎,門久繁文 :位相エンコーディン

グ方向に現れる低信号アーチファクトの解析.第104回日本医学放射線学会中国 ･四国地方会,2005年7月,松山.

･花元克巳,迫田晃弘,永松知洋,片岡隆浩,山岡聖典 :ラドン泉における系列核種の溶出率のpH依存性に関す

る検討.第42回アイソトープ ･放射線研究発表会,2005年7月,東京.

･迫田晃弘,花元克巳,永松知洋,片岡隆浩,篠塚 龍,山岡聖典 :放射能泉由来鉱石の含水様態とマイナスイオ

ン量との関係に関する検討.第42回アイソトープ ･放射線研究発表会,2005年7月,東京.

･井上暗介,大塚裕太,真鍋英朗,宮武匡義,大野誠一郎,花元克巳,加藤博和 :小型 MRIの開発とそれによる

フアントムの画像再構成.日本放射線技術学会中国 ･四国部会第64回学術大会,第13回中四国放射線技師学術大

会中四国放射線医療技術フォーラム,2005年10月,倉敷.

･迫田晃弘,花元克巳,川辺 睦,山岡聖典 :バ ドガスタイン天然鉱石に由来する放射能と負 (マイナス)イオン

の諸特性に関する検討.日本放射線影響学会第48回大会,2005年11月,広島.

･花元克巳,迫田晃弘,篠塚 龍,山岡聖典 :人工 トロン温泉に由来する放射能とマイナスイオンの諸特性に関す

る検討.日本放射線影響学会第48回大会,2005年11月,広島.

･SakodaA,HanamotoK,KawabeA andYamaokaK:Studyonradioactivityandnegativeairionorigin-

atedfrom theBadgasteinradonhotspring.ThelstAsianCongressofRadiationResearch,November

15-17,2005,Hiroshima.

･HanamotoK,SakodaA,ShinozukaRandYamaokaK:Studyonradioactivityandnegativeairionori-

ginatedfrom anartificialthoronhotspring.ThelstAsianCongressofRadiationResearch,November

15-17,2005,Hiroshima.

･永松知洋,花元克巳,小野俊朗,山岡聖典 :岡山大学鹿田地区における附属病院及び総合教育研究棟などの新築

工事の環境放射線への影響.日本アイソトープ協会主任者年次大会,2005年11月,広島.

･永松知洋,花元克巳,小野俊朗,山岡聖典 :埋蔵文化財発掘調査及び建設工事の環境放射線-の影響-岡山大学

鹿田キャンパスでの調査-.日本放射線安全管理学会第4回学術大会,2005年11月,京都.

･KawabeA,NakagiriY,KatsudaT,MatsushitaA,MaruyamaT,WakasaH andKadohisaS:Reduction

ofskinexposureininterventionalradiology.EuropeanCongressofRadiology,March4-8,2005,Vienna,

Austria.

･KawabeA,KataokaT,HanamotoK,NagamatsuTandYamaokaK:Optimizationoflow energyX-ray

beam qualitiesusingaddedfilterinirradiationtomice.ThelstAsianCongressofRadiationResearch,

November15-17,2005,Hiroshima.
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･KawabeA,KatsudaT,NakagiriY,GotandaR,ⅦifukuA andMatsushitaA:SKIN EXPOSURE RE-

DUCTION USINGAIR GAPIN INTERVENTIONALRADIOLOGY. EuropianMedical & BiologicalEn-

glneerlngConference,November20-25,2005,Prague,CzechRepublic.

･江口麻理,田淵昭彦,武輪里織,増井飛沙人,中上晃一,五反田龍宏,五反田留見,川辺 睦,勝田稔三 :肝臓

ダイナミックMR撮像臓器固定位置の分析.第 1匝l中四国放射線医療技術フォーラム,2005年10月,倉敷.

･武輪里織,五反田留見,江口麻理,増井飛沙人,中上晃一,松下明民,田淵昭彦,五反田龍宏,川辺 睦,墜里

塾三 :CT領域におけるフイルム型線量計の方向依存性.第 1回中四国放射線医療技術フォーラム,2005年10月,

倉敷.

･川辺 睦,片岡隆浩,花元克巳,永松知洋,山岡聖典 :マウスへのⅩ線照射実験における付加フィルタを用いた

線量最適化の検討.日本放射線影響学会第48回大会,2005年11月,広島.

･KusuharaT,NakamuraT,ShirakawaY,MoriK,NaomotoY andYamamotoY:Developmentoflnspec-

tionMethodofSwallowingFunctionUsingBioelectricalImpedance. SICE AnnualConference2005in

Okayama,August8-10,2005,Okayama,Japan.

･楠原俊昌,中村隆夫,白川靖博,森 恵子,猶本良夫,山本尚武 :瞭下機能の経時変化の追跡のための生体電気

インピーダンスの計測と解析.第28回日本生体医工学会中国四国支部大会,2005年10月,広島.

･上着郁夫,石田佳奈,原 武史,宮木康成,金棒 右 :MRIによる閉経後の正常卵巣摘出に関する検札 第24

回日本画像医学会,2005年 2月,東京.

･松下 利,赤木憲明,上者郁夫,金洋 右,宮木康成 :MRIによる閉経後のJunctionalZoneおよび子宮内膜の

形態に関する検討.日本放射線技術学会第61回総会学術大会,2005年4月,横浜.

･山口卓也,上者郁夫,石田佳奈,首藤久乃,松下 利,赤木憲明,宮本康成 :T2強調子宮体部短軸像による閉

経後の卵巣形態に関する検討 1.正常卵巣描出率に関する検討.中四国放射線医療技術フォーラム,2005年10

月,倉敷.

･石田佳奈,上着郁夫,山口卓也,首藤久乃,松下 利,赤木憲明,宮本康成 :T2強調子宮体部短軸像による閉

経後の卵巣形態に関する検討 2.正常卵巣サイズに関する検討.中四国放射線医療技術フォーラム,2005年10

月,倉敷.

･森本尊雅,内藤一郎,佐藤博之,長谷川治子,佐渡義一,西田圭一郎,田口勇仁,二宮善史,大塚愛二 :Ⅳ型コ

ラーゲンα鎖特異抗体をもちいた血管基底膜の三次元観察.日本解剖学会第60回中国 ･四国支部学術集会,2005

年10月,徳島.

･片岡隆浩,田口勇仁,水口優子,山岡聖典 :組織病理学的観察法による低線量Ⅹ線のマウス免疫器官などに及ぼ

す変化特性の基礎的検討.日本放射線影響学会第48回大会,2005年11月,広島.

･KataokaT,TaguchiT,MizuguchiY andYamaokaK:Histologicalchangesoflow-doseX-rayirradiation

on mouseimmuneorgans. The lstAsian CongressofRadiation Research,November15-17,2005,

Hiroshima.

･西山徳探,今井章人,高本誠司,大森 茂,赤木憲明,山口裕之,竹田芳弘 :手関節撮影条件によるCT億変動

の検討.第61回日本放射線技術学会学術大会,2005年 4月,横浜.

･石原節子,白岩美咲,小松めぐみ,小笠原豊,松岡順治,土井原博義,竹田芳弘,金津 右 :乳癌の拡がり診断

におけるMDCTとMRIの比較検討.第13回日本乳癌学会総会,2005年 6月,倉敷.

･白岩美咲,小松めぐみ,石原節子,小笠原豊,松岡順治,土井原博義,竹田芳弘,金洋 右 :乳がん術前診断に

おけるMDCTの有用性の検討.第13回日本乳癌学会総会,2005年 6月,倉敷.

･石原節子,白岩美咲,小松めぐみ,小笠原豊,松岡順治,土井原博義,竹田芳弘,金洋 右 :非浸潤性乳管癌及

び非浸潤成分主体の微小浸潤癌の画像的特徴.第2回日本乳癌学会中国四国地方会,2005年 9月,徳島.

･白岩美咲,小松めぐみ,石原節子,小笠原豊,松岡順治,土井原博義,竹田芳弘,金揮 右 :MDCTによる乳

癌の拡がり診臥 第2回日本乳癌学会中国四国地方会,2005年 9月,徳島.

･羽藤寛文,東 義晴,後藤佐知子,青山英樹,門久繁文 :高エネルギーⅩ線におけるRadiochromicfilm と汎用

スキャナを用いた線量測定システムの測定精度.中四国放射線医療技術フォーラム2005,2005年10月,岡山.
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･AoyamaH,AzumaY,GotoSandSumimotoT:Improvementinmeasuringaccuracyofradiochromic

film densityforhighenergyX-ray. SICE Annual Conference2005inOkayama,August8-10,2005,

Okayama,Japan.

･AkagawaT,AzumaY,GotoSandSumimotoT:Infuluenceofimagequalitycharacteristicsonthe

accuracyofvesselmeasurementusingMulti-detectorCT scanner. SICE AnnualConference2005in

Okayama,August8-10,2005,Okayama,Japan.

･本田 貢,有田清三郎,三谷 茂,橋詰博行,東 義晴,竹田芳弘,金洋 右 :小児股関節診断支援システムの

開発一第2報-.第61回日本放射線技術学会学術大会,2005年4月,横浜.

･羽藤寛文,東 義晴,後藤佐知子,青山英樹,門久繁文 :高エネルギーⅩ線におけるRadiochromicfllmと汎用

スキャナを用いた線量測定システムの測定精度.中四国放射線医療技術フォーラム2005,2005年10月,岡山.

･桑野忠雄,武下正憲,勝田稔三,東 真美 :左心室造影における心駆出率 (EF)計測法.第 5回健康科学学会

関西支部学術大会,2005年11月26-27日,大阪.

･矢竹秀稔,武下正憲,久保次男,勝田稔三,黒田知純 :冒がん検診における診療放射線技師の読影力の必要性･

第 5回健康科学学会関西支部学術大会,2005年11月26-27日,大阪.

･KatsudaT:Opticalindexofthediaphragmaticmotionduringbreathholding. ECR,March4-8,2005,

Vienna,Austoria.

･TabuchiA,KatsudaT,KidaK,GotandaRandGotandaT:StudyofoptimalFlipAngleonbalanced

sequenceinMRvenography.ACRT,November19-23,2005.Chiba,Japan.

･GotandaT,KatsudaT,GotandaR,TabuchiA,AkagiN,KadohisaSandNakagiriY:Helicalpitchand

exposuredoseofMDCT.ACRT,November19-23,2005.Chiba,Japan.

･GotandaR,KatsudaT,NakagiriY,UjifukuA,KawabeA andGotandaT:Sheetronphantom with

radiochromicfilm ofcomputedtomography.EMBECNovember20-25,2005,Pragu,Czech.

･UjifukuA,KatsudaT,GotandaR,InamuraK,KawabeA andNakagiriY:Dosimetryofsmallperipher-

allungcancerwithrand-grassopacityinradiothraphyusingaphantom modelandradiochromicfilm.

EMBEC,November20-25,2005,Pragu,Czech.

･赤川拓也,赤木憲明,木村洋司,有森秀夫,都能和俊,演口裕行,後藤佐知子,東 義晴 :Catphan500を用

いた64列マルチスライスCT性能測定一量子フィルター.中四国放射線医療技術フォーラム2005,2005年10月,

岡山.

･漬口裕行,木村洋司,有森秀夫,都能和俊,赤川拓也,後藤佐知子,東 義晴 :Catphan500を用いた64列マ

ルチスライスCTの性能測定一基本性龍一.中四国放射線医療技術フォーラム2005,2005年10月,岡山.

･木村洋司,有森秀夫,都能和俊,赤川拓也,潰口裕行,後藤佐知子,東 義晴 :東芝製64列マルチスライスCT

の量子フィルタの画質評価.中四国放射線医療技術フォーラム2005,2005年10月,岡山.

･TsujitaN,GotoS,AzumaY,SumimotoT andKadohisaS:EstimationofBreastDensityonDigital

Mammograms.SICEAnnualConference2005inOkayama,August8-10,2005,Okayama,Japan.

･HirotaM,昼垂J ,KajiyaM,KiyookaT,MorimotoT,MohriS,ShimizuJ,OgasawaraY,TedoriyaT,

SanoSandKajiyaF.lRobustandHarmonicEDHFFunctionsofArteriolesandVenulesPreserveCapil-

laryHemodynamicsintheEarlyStageofHypertension.AmericanHeartAssociationScientificSessions

2005(AHA2005),November13-16,2005,Dallas,USA.

･KajiyaM,MorimotoT,HirotaM,InaiY,KiyookaT,HashibaK,IwasakiT,FujinoH,KohzukiH,Mohri

S,Shimizu∫,OhtsukaA,OheT andKajiyaF:ImpairedCoronaryCapillaryHemodynamicswithDe-

creasedGlycocalyxThicknessandIrregularInnerWallin RightVentricleofPulmonaryHypertensive

Rats. American HeartAssociation Scienti五CSessions2005(AHA 2005),November13-16,2005,Dallas,

USA.

･大道光秀,中田安成 :融合性の骨病変を里した骨サルコイドーシスの一例.第26回日本サルコイドーシス/肉芽

腫性疾患学会総会,2005年11月,札幌.
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･TakaishiA,UeedaM,KatayamaY,OrnishiN,ImaiM,KusachiSandOneT:MDCT couldFeasibly

PredictnotonlySubacutebutalsoRemotePhaseLeftVentricularFunctionafterAcuteMyocardialln-

farction.The69thannualscientificmeetingoftheJapaneseCirculationSociety,March,2005,Yokohama,

Japan.

･OhnishiN,UeedaM,KatayamaY,TakaishiA,ImaiM,KusachiSandOneT:A LeftVentricular

FunctionEvaluatedbyECGGatedMDCT HeartScanisCompatibletoaLeftVentriculography. The

69thannualscientifiCmeetingoftheJapaneseCirculationSociety,March,2005,Yokohama,Japan.

･ObikaM,HirohataS,MiyoshiT,KotenK,MaruyamaM,TohN,ShiratoriY,OheT,KusachiS:Mat-

ricellularProteinThrombospondin-1(TSP-1)EnhancestheReleaseofInflammatoryCytokinelnterleukin16

inLPSandPMA-StimulatedHumanPeripheralBloodMononuclearCells. The69thannualscienti五c

meetingoftheJapaneseCirculationSociety,March,2005,Yokohama,Japan.

･TaharaT,YamamotoK,IwasakiK,HinaK,MurakamiT,KawamuraH,YukiiriK,OhshitaA,HirotaM

andKusachiS:StrainEchocardiography toAnalyzeLeftAtrial (LA)Function andRemodelingin

PatientswithParoxysmalAtrialFibrillation(PAF).The69thannualscienti五cmeetingoftheJapanese

CirculationSociety,March,2005,Yokohama,Japan.

･MurakamiM,IwasakiK,TaninoS,YamamoyoK,MurakamiT,YukiiriK,TaharaT,HirotaM and

KusachiS:NicorandilReducesthelncidenceofMinorCardiacMarkerElevationafterPercutaneous

Coronarylntervention. The69thannualscienti五cmeetingoftheJapaneseCirculationSociety,March,

2005,Yokohama,Japan.

･KatayamaY,UeedaM,TakaishiA,OhnishiN,ImaiM,KusachiSandOheT:ArachidonicAcid/

EicosapentaenoicAcidisStronglyRelatedtoSoftPlaqueVolumeAssessedbyMDCTinAcuteMyocar-

diallnfarction. The69thannualscientificmeetingoftheJapaneseCirculationSociety,March,2005,

Yokohama,Japan.

･OgawaH,HirohataS,MurakamiT,ObikaM,TonN,ShiratoriY,KusachiSandOneT:Lp3/Hapln3

ExpressionisCoordinatelyUpregulatedwithVersicaninBalloon-injuredArteryandisEnhancedby

PDGFinArterialSmoothMuscleCell. The69thannualscientificmeetingoftheJapaneseCirculation

Society,March,2005,Yokohama,Japan.

IMaruyamaM,HirohataS,KotenK,OgawaH,NakamuraK,MiyoshiT,MurakamiT,ShiratoriY,

KusachiSandOneT:EvidencefortheProteolyticCleavageofVersican inlnfarctHeart. The69th

annualscientificmeetingoftheJapaneseCirculationSociety,March,2005,Yokohama,Japan.

･IwasakiK,TaninoS,YamamotoK,MurakamiM,YukiiriK,OnshitaA,TaharaT,Hirota M,Kamiakawa

SandKusachiS:CoronaryPressureMeasurementldentifiesPatientswith Di仇1SeCoronary Artery Dis-

easewhoBenefitfrom CoronaryRevascularization. The69thannual scientificmeeting oftheJapanese

CirculationSociety,March,2005,Yokohama,Japan.

･IwamotoM,HirohataS,OgawaH,KotenK,MaruyamaM,ShiratoriY,KusachiSand OneT:Increase

inConnectiveTissueGrowthFactor(CTGF)ExpressionPrecedesExtracellularMatrix (ECM)Gene Ex-

pressionsinPressure-overloadHeartinRats. The 69thannualscientific meetingofthe Japanese Cir-

culationSociety,March,2005,Yokohama,Japan.

･梅川康弘,西下千春,川村 望,相田哲史,奥山俊彦,池田 敏 :食道静脈痛 と閉塞性黄症 を きた した 胃癌術 後

再発の1例.第95回日本消化器内視鏡学会中国地方会,2005年12月,出雲.

･西下千春,梅川康弘,川村 望,奥山俊彦,池田 敏 :血清CEAが高値を示し術 後正常化 した虫垂 粘 液嚢 胞

腺腫の二例.第84回日本消化器病学会中国支部例会,2005年12月,出雲.

･佐藤妃映,市村浩一,佐藤由美子,中谷陽子,高畠孝美,大原信哉,岡 剛史,高橋聖之,吉野 正 :冒

MALTリンパ腫におけるp27Klpl,Ki67抗原,p53の発現.第94回日本病理学会総会,2005年4月,横浜.

･岡 剛史,大内田守,中谷陽子,高畠孝美,佐藤妃映,村上一郎,大原信哉,吉野 正 :造血器腫癌の高感度 ･

高精度検出技術の開発.第94回日本病理学会総会,2005年4月,横浜.
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･佐藤妃映,市村浩一,大原信哉,高橋聖之,吉野 正 :胃MALTリンパ腫におけるp27Klpl,Ki67抗原,p53

の発現.リンパ系樹上細胞系 3学会合同学術福岡大会第45回日本リンパ網内系学会総会,2005年 7月,福岡.

･佐藤妃映,岡 剛史,中谷陽子,高畠孝美,高野正幸,大原信哉,大内田守,大島孝一,清水憲二,谷本光音,

高橋聖之,吉野 正 :成人T細胞性白血病 (ATL)におけるDNA異常メチル化の解札 第64回日本癌学会学

術総会,2005年9月,札幌.

･中谷陽子,岡 剛史,近藤孝美,佐藤妃映,高野正幸,大内田守,大原信哉,清水憲二,谷本光音,高橋聖之,

吉野 正 :T細胞性悪性リンパ腫における,SHPlgenesilencingの解析.第64回日本癌学会学術総会,2005

年 9月,札幌.

･岡 剛史,中谷陽子,近藤孝美,佐藤妃映,高野正幸,大内田守,大原信哉,清水憲二,谷本光音,高橋聖之,

吉野 正 :悪性リンパ腫 ･白血病における異常メチル化によるSHPlgenesilencingの解析.第64回日本癌学

会学術総会,2005年 9月,札幌.

･佐藤妃映,岡 剛史,中谷陽子,高畠孝美,高野正幸,大原信哉,大内田守,大島孝一,清水憲二,谷本光音,

高橋聖之,吉野 正 :成人T細胞性白血病/リンパ腫 (ATLL)における各種遺伝子のDNAメチル化の検討･

平成17年度厚生省がん助成金 ｢分子基盤に基づ く難治性リンパ系腫癌の診断及び治療法の開発に関する研究｣第

2回中村班班会議,2005年11月,名古屋.

･小野勝一郎,金廉有彦,伊藤 亘,平野 淳,谷本 安,片岡幹男,谷本光音 :STAT6欠損慢性哨息モデルに

おける気道過敏性,気道炎症,気道リモデリングについての検討.第45回日本呼吸器学会学術講演会,2005年4

月,千葉.

･市川裕久,片岡幹男,菊池 宏,尾形佳子,大森雅一,平捌 貞一,谷本 安,金廉有彦,谷本光音,中田安成 :

サルコイドーシス患者気管支肺胞洗浄液細胞中のPropionibacteria属 DNAの定量解析.第45回日本呼吸器学会

学術講演会,2005年4月,千乗.

･KataokaM,ichikawaH,Hiramatsu∫,TanimotoY,KanehiroA,HiokaT,MoriY,TanimotoM and

NakataY:QuantitativeanalysisofpropionibacterialDNA inbronchoalveolarlavagecellsfrom patients

withsarcoidosis.8thWASOGCongress,June12-15,2005,Denver,USA.

･市川裕久,田端 りか,岡本 誠,宮下雄博,谷本 安,金贋有彦,谷本光音,片岡幹男,中田安成 :びまん性粒

状影の一例.第20回岡山びまん性肺疾患研究会,2005年 7月,岡山.

･近藤稔人,谷本 安,古賀 光,湖本康子,金虞有彦,片岡幹男,谷本光音 ･'びまん性陰影の一例.第20回岡山

びまん性肺疾患研究会,2005年7月,岡山.

･尾形佳子,谷本 安,井上由佳理,近藤稔人,菊池 宏,佐久川亮,市川裕久,金贋有彦,片岡幹男,谷本光音,

豆乳摂取後にアナフィラキシー症状をきたした一例.第17回中国 ･四国臨床アレルギー研究会,2005年7月,岡

山.

･平野 淳,金贋有彦,小野勝一郎,伊藤 亘,谷本 安,片岡幹男,谷本光音,岡田千春,高橋 清 :気道炎症,

気道過敏性および気道リモデリングに対するPirfenidoneの抑制効果の検討.第55回日本アレルギー学会秋季学

術大会,2006年10月,盛岡.

･市川裕久,片岡幹男,奥井祐兵,上野友愛,平於順一,谷本 安,金贋有彦,谷本光音,中田安成 :サルコイドー

シス患者気管支肺胞洗浄液細胞中のPropionibacteria属 DNAの定量解析.第25回日本サルコイドーシス/肉芽

膜性疾患学会,2006年10月,札幌.

･OkaH,SarataniKandKawazoeT:MeasurementSystem ofTooth/ImplantMovementinAnimalTest.

GeneralSessionoftheInternationalAssociationofDentalResearch#0072,March9-12,2005,Baltimore,

USA.

･SarataniK,ShiSG,OkaH,SumikawaTandTakayoshiKawazoe:EffectsofBioimechanicalProperties

ofPeriodontalMembraneonToothMobility, GeneralSessionoftheInternationalAssociationofDental

Research#1941,March9-12,2005,Baltimore,USA.

･渡辺彰吾,岡 久雄,北脇知己 :筋内圧力測定による筋音図発生メカニズムに関する考察.電子情報通信学会

MEとバイオサイバネティックス研究会,2005年 3月,東京.
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･OkaH,EdamatsuM,IsshikiH andOberg,PÅ:Developmentofanintramuscularprobeformotorunit

actionpotential,bloodflow andintramscularpressuremeasurements.APCMBE2005,April25-27,Tsku-

ba,Japan.

･渡辺彰吾,岡 久雄,北脇知己 :筋内圧力および生体表面の変位に着目した筋音図発生メカニズムの検討.第19

回バイオメカニズム ･シンポジウム,2005年8月,三重.

･岡 久雄,渡辺彰吾,北脇知己 :骨格筋の単収縮および強縮における筋音の測定.2005年10月,広島.

･岡田宏基,公文裕巳,岡 久雄,北脇知己,江原恵美,漁野美由紀,今井竜士,山田貴之 :携帯電話を利用した

生体情報リアルタイム収集及び支援システムの開発.第 1回日本遠隔医療学会学術大会,2005年10月,香川.

･石川哲也,三浦雅史,長田紗耶香,万力麻美,唐下博子 :音楽療法における唾液IgA測定では複数の時点を測

定した方がよい.第5回日本音楽療法学会学術大会,2005年 9月,名古屋.

･石川哲也,三浦雅史,長田紗耶香,万力麻美,唐下博子,岡田宏基,岡本 基 :音楽聴取による唾液IgA濃度

の経時変化.第29回日本心身医学会中国 ･一四国地方会,2005年11月,高桧.

･北脇知己,大塚元美,奥田博之,小田 慈,岡田宏基,中村隆夫,東 義晴,後藤佐知子,西其春美,岡 久雄,

秦 正治,岡本卓蘭,山井成良,三垣みつえ,原田和成,光本幸夫,川田智恵子,公文裕巳 :携帯電話を活用し

たTV会議システムの遠隔医療 ･保健 ･福祉支援への適用.第44回生体医工学会大会,2005年 4月,筑波.

･渡辺彰吾,北脇知己,岡 久雄 :MMG及び筋内圧力測定による筋音図の発生メカニズムに関する考察.第44回

生体医工学会大会,2005年 4月,つくば市.

･渡辺彰吾,北脇知己,岡 久雄 :筋音と筋張力を用いた筋線維別収縮および疲労特性の評価.電子情報通信学会

MEとバイオサイバネティックス研究会,2005年7月,徳島.

･渡辺彰吾,北脇知己,岡 久雄 :筋の強縮状態における筋音の測定.計測自動制御学会第19回生体 ･生理工学シ

ンポジウム,2005年 9月,東京.

･岡田 誠,北脇知己,岡 久雄 :筋の機械インピーダンス測定によるマッサージ効果の客観的評価.生体医工学

シンポジウム2005,2005年9月,大阪.

･岡田 誠,北脇知己,岡 久雄 :筋の機械インピーダンス測定による椅子式マッサージの客観的評価.第18回生

体医工学会中国四国支部大会,2005年10月,広島.

･岡田 誠,北脇知己,岡 久雄 :機械インピーダンスを用いた筋硬さ変化によるマッサージ効果の客観的評価.

第26回バイオメカニズム学術講演会,2005年10月,栃木.

･北脇知己,大塚元美,奥EEr博之,小田 慈,岡田宏基,中村隆夫,東 義晴,後藤佐知子,西田異春美,輿_坐

壁,秦 正治,岡本卓爾,山井成良,三垣みつえ,原田和成,光本幸夫,公文裕巳 :携帯電話とネットワーク

TV会議システムを接続した遠隔医療 ･保健 ･福祉支援システムの検証.第9回日本遠隔医療学会大会,2005年

10月,高松.

･渡辺彰吾,北脇知己,岡 久雄 :筋音と筋張力測定による強縮時の筋線維別収縮特性の評価･第8回日本電気生

理運動学会,2005年11月,岡山.

･OkadaM,KitawakiT andOkaH:Objectiveevaluationoflivingbodystiffnessbybi0-mechanicalimpe-

dance-One-dimensionalnumericalsimulationanalysis-. SICE AnnualConference2005,August8-ll,

Okayama,Japan.

IHarevaD H,KitawakiT,HimenoR andOkaH:TheEffectofInputPulsePressureChangeonthe

PulseWavePropagationinUpperArm Artery,August8-ll,Okayama,Japan.

･OkadaH,KumonH,KitawakiH,OkaHandHarevaDH:DvelopmentofanEMAreal-timedatacollec-

tionsystem usingamobilephone. The18thWorldCongressonPsychosomaticMedicine,August25,

Robe,Japan.

･OkazakiM,UsuiS,NaraM,KatsumataT,HashimotoA,FukuiA,KubotaIandTomoikeH:Relation

ofcoronaryarterydiseasetoserum lipoproteinsubclassesmeasuredbyHPLCwithcomponentanalysis.

July24-28,2005,Orlando,America.
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4.講 演

･池田敏子 :事例検討 Ⅰ.岡山大学医学部 ･歯学部附属病院看護部研修会,2005年9月13日,岡山市･

･兵藤好美 :看護研究.実践にむすびつく看護研究,岡山大学医学部 ･歯学部附属病院看護部研修会,2005年 5月

～7月,岡山市.

･千田好子 :看護研究.日本手術看護学会セミナー,2005年2月,岡山市･

･千田好子 :看護研究について.呉医療センター附属呉看護学校,2005年4月,呉孔

･千田好子 :看護研究.中国地区手術看護教育セミナー,2005年4月,岡山市･

･千田好子 :在宅における感染対策.岡山県訪問看護ステーション連絡協議会,2005年10月,津山市･

･秋元典子 :ターミナルを生きる～患者と家族のこころを支える看護～.津山中央病院看護部研修会,平成17年2

月24日,津山市.

･秋元典子 :研究発表会講乱 岡山県看護協会津山支部研修会,2005年3月5日,津山市.

･秋元典子 :実践の場で行う看護研究の基礎.津山中央病院看護部研修会,2005年6月9日,津山市.

･秋元典子 :臨地実習指導の構造と実際.埼玉県看護協会研修会,2005年6月16日～17日,さいたま市･

･秋元典子 :ナースキャップと看護衣の歴史と今後の展望.岡山県看護協会津山支部研修会,2005年6月18日,津

山市.

･秋元典子 :成人看護学会 講評.岡山県看護協会,2005年8月23日,岡山市.

･秋元典子 :看護の本質.板橋中央病院看護部研修会,2005年8月27日～28日,東京.

･秋元典子 :第26回看護学生研究発表会 講評.岡山県看護師養成機関連合会,2005年12月2日,岡山市.
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･大井伸子 :性感染症について.笠岡市立笠岡東中学校,2005年11月22日,笠岡市･
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